
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 電気電子工学科 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業情報数理」 （実教出版） 

副教材等 情報技術検定問題集 ２・３級 Ｃ言語 新訂版 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業情報数理は、電気、電子、情報、通信、いずれの分野においても基礎となる科目です。 

ハードウェア分野は講義を中心としますが、アプリケーションソフトの操作やプログラミング 

などのソフトウェア分野は実習が中心となります。 

また、教科書の例題・問を解いた後は、情報技術検定２級・１級やＩＴパスポート、基本情報 

技術者の試験問題にチャレンジして実力をつけてほしいと思います。 

なお、教科書にはＢＡＳＩＣとＣ言語のプログラミングについて記載がありますが、Ｃ言語の 

プログラミングを取り扱います。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・情報に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

・習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

・情報技術検定２級・１級やＩＴパスポート、基本情報技術者の試験問題を解けるようにする。 

・問題解決に数理的な考え方で取り組む態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術を理解し、情報

技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必要

な技術を身につけている。 

諸問題の解決をめざして自

ら思考を深め、問題解決方法

を適切に判断する能力を身

につけ、情報技術を活用して

情報を処理・表現することが

できる。 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術に関心をもち、そ

の習得に向けて意欲的に取

り組むとともに、実際に活用

しようとする創造的・実践的

な態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

１ コンピュータの構成と 

特徴 

２ 情報化の進展と産業 

社会 

３ 情報化社会の権利と 

モラル 

４ 情報のセキュリティ管理 

a:コンピュータのハードウェ

アとソフトウェア、守るべ

きモラルなどについて理解

している。 

b:コンピュータの活用事例に

ついて考察できる。 

c:コンピュータについて理解

を深めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

１ コンピュータの基本 

操作 

２ ソフトウェアの基礎 

３ アプリケーションソフト 

ウェア 

a:情報の種類によって適切な

アプリケーションソフトウ

ェアを選択して使いこなす

技術を習得している。 

b:各種のアプリケーションソ

フトウェアを活用して情報

を処理し、必要な形式で出

力できる。 

c:各種のアプリケーションソ

フトウェアについて理解を

深めようと主体的に学習に

取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

 

 

実習課題 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

１ データの表し方 

２ 論理回路の基礎 

３ 処理装置の構成と動作 

a:ｎ進数の計算方法や基本論

理回路を用いた応用回路の

構成を理解している。 

b:論理回路を用いた応用回路

の構成を論理的に考察でき

る。 

c:ハードウェアについて理解

を深めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎 

１ プログラム言語 

２ プログラムのつくり方 

３ 流れ図とアルゴリズム 

a:アルゴリズムと流れ図につ

いて理解している。 

b:最適なプログラムを記述す

るために必要なアルゴリズ

ムを考えて流れ図として表

現できる。 

c:プログラムの作成手順に関

心をもって主体的に学習に

取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 
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後
期 

Ｃ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１ Ｃの特徴 

２ 四則計算のプログラム 

３ 選択処理 

４ 繰返し処理 

５ 配列 

６ 関数 

７ Ｃによる数理処理 

a:Ｃの特徴とＣプログラミン

グの構成について理解して

いる。 

b:問題を解決するためのアル

ゴリズムを理解し、自らプ

ログラムを作成し、他人が

利用できるソフトウェアの

プログラムを記述できる。 

c:Ｃプログラムに関心をもっ

て主体的に学習に取り組ん

でいる。 

定期考査 

小テスト 

 

 

実習課題 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

１ コンピュータネット 

ワークの概要 

２ コンピュータネット 

ワークの通信技術 

a:データ通信システムと情報

通信ネットワークの概要に

ついて理解している。 

b:コンピュータ実習室のネッ

トワークに使用されている

機器やネットワークの構成

について説明できる。 

c:コンピュータネットワーク

に関心をもって主体的に学

習に取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

１ コンピュータ制御の 

概要 

２ 制御プログラミング 

３ 組込み技術 

a:コンピュータ制御の概要に

ついて理解している。 

b:身のまわりの機器がコンピ

ュータ制御されていること

を知り、どのような制御を

行っているか説明できる。 

c:コンピュータ制御に関心を

もって主体的に学習に取り

組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

情
報
技
術
の
活
用 

１ マルチメディア 

２ プレゼンテーション 

３ 文書の電子化 

４ 問題の発見・解決 

a:マルチメディア機器やマル

チメディアソフトウェアの

操作に関する技術を習得し

ている。 

b:他人の発表を見て長所や改

善点を指摘でき、自分の発

表に生かすことができる。 

c:マルチメディアに関心をも

って主体的に学習に取り組

んでいる。 

定期考査 

小テスト 

 

 

実習課題 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 
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数
理
処
理 

１ 単位と数理処理 

２ 実験と数理処理 

３ モデル化とシミュレー 

ション 

a:実験データをグラフ化する

方法を理解し、実際の実験

データから特徴を読み取る

技術を習得している。 

b:実験データをグラフによっ

て可視化し、データの特徴

を見いだす方法を提案でき

る。 

c:いろいろな事象をモデル化

によって数式として扱う方

法に関心をもって主体的に

学習に取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

 

 

実習課題 

定期考査 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

小テスト 

プリント 

提出ノート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 

 


